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古
墳
時
代
初
期
倣
製
鏡
の

一
側
面

一

重
圏
文
鏡
と
珠
文
鏡
一

小

林

三

郎

一
、
緒

言

古
墳
の
副
葬
品
の
中
で
、
主
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
の

一
つ
に
銅
鏡
が
あ
る
。
古
墳
の
副
葬
品
は
、
時
代

と
と
も
に
そ
の
主
役
が
交

代
し
、
そ
の
主
役
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
社
会
的
政
治
的
背
景
を
反
映
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
古
墳
時
代
の
初
期
に
は
銅
鏡
が
、
前
半

　

期
に
は
武
器

・
武
具

・
装
身
具
が
、
後
半
期
に
は
馬
具

・
須
恵
器
な
ど
が
そ
の
主
役
と
し
て
登
場
し
、
交
代
す
る
。

・

.

7

本
稿
で
の
中
心
は
銅
鏡
で
あ

っ
て
、
そ
の
中
で
も
と
く
に
古
墳
時
代
初
期
の
も
の
に
焦
点

を
あ

て
て
み

た
。
具
体
的
に
は

「重
圏
文

鏡
」
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。
重
圏
文
鏡
は
、
い
わ
ゆ
る
倣
製
鏡

(中
国
鏡
を
模
倣
し
て
鋳
造
し
た
も
の
)
で
あ
る
が
、
初
期
古
墳

に
顕
著
に
み
ら
れ
る
中
国
製
三
角
縁
神
獣
鏡
や
、
他
の
中
国
鏡
あ
る
い
は
倣
製
三
角
縁
神
獣
鏡
な
ど
と
は
こ
と

な

っ
た
性
質
を
み
せ
て
い

る
。
と
く
に
、
弥
代
時
代
以
来

の
倣
製
鏡
と
の
関
連
や
、
そ
の
後
の
倣
製
鏡

へ
と
連
ら
な
る
位
置
を
占
め
る
も

の
と
し
て
重
要
で
あ
る
と

考
え
た
。

重
圏
文
鏡

の
出
土
例
が
、
古
墳
時
代
の
初
期

に
集
中
的
に
み
ら
れ
る
と
い
う
現
象
は
、
古
墳
発
生
期
の
諸
問
題
と
多
く
か
か
わ
り
を
も

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
副
葬
鏡
の
中
心
を
中
国
鏡

に
依
存
し
て
い
る
段
階
で
、
い
ち
早
く
重
圏
文
鏡
と
い
う
特
殊
な
鏡
式
を
生
み
出
し

え
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
原
因
に
も
と
つ
く
も
の
な
の
か
。
ま
た
、
重
圏
文
鏡
を
ふ
く
め
た

一
群
の
小
形
倣
製
鏡
が
、
古
墳
や
他
の
遺
跡

ち

か
た

に
埋
め
ら
れ
て
い
っ
た
過
程
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
さ
ら
に
各
地
に
み
ら
れ
る

「
地
方
の
古
墳
」
の
成

立

に

い
た
る
経
過
の
中

で
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
だ
ろ
う
か
。



こ
こ
で
は
、
ま
だ
類
例

の
と
ぼ
し
い
重
圏
文
鏡

の
出
土
例
を
摘
出
し
、
重
圏
文
鏡
の

鳳.蓑

霧

講
欝

讐
ー
ー
,

醜

騰
欝

　離

離

　諜

譲
灘
難

響
轟
灘

櫨禰　酪

や

や
粗

い
外

向

鋸

歯

文

・
櫛

歯

文

帯

を

経

て

三
重

の
突

線

に

よ

る

円

圏

が
め

ぐ

る
。

童

顔
・
・コ

.

冥

＼
膠

蕩

穿
.鼻

～
㌧
㌔

圏
と
円
鉦
座
と
の
間
に
突
線
に
よ
る
鋸
歯
文
が
わ
ず
か
に
み
と
め
ら
れ
る
。

(2
)

9

2

福
岡
県
粕
屋
郡
粕
屋
町
仲
原

鬼

の
首
古
墳

7

　　　　　離
礁
騰
一　熱

讐
　

欝
鑑
醐纐
藻
纏
穀
藤
棚禦

蛮
撚麟
籔
鷲

.



三
、
四
号
石
室
は
石
室
短
辺
の

一
方
に
開
口
し
、
石
室
外
に
墓
道
と
思
わ
れ
る
施
設
を

も

つ
も
の
'で
、
横
口
式
石
室
の
様
相
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
二
号
石
室
は
裏

道
施
設
を
も
た
な
い
横
口
式
石
室
と
い
わ
れ
て
い
る
。

司

㎝

重
圏
文
鏡
を
出
土
し
た
石
室
は
第
三
号
石
室
で
、
老
司
古
墳

の
四
石
室
の
中
で
は
最

老
9

●

7

置

も
年
代
の
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
第
三
号
石
室
は
内
法
長
三

・
ニ
メ

岡
径

ー

ト

ル
・

幅

二

●

一
メ

ー

ト

ル
、

深

さ

一

・
四

メ

ー

ト

ル
あ

っ

て

、

竪

穴

式

石

室

と

し

福

面

て
は
や
や
矩
形
化
し
た
平
面
形
を
示
し
て
い
る
。
副
葬
品
は
石
室
内
の
配
列
状
態
か
ら

図3

二
群
に
わ
け
ら
れ
、
二
回
の
埋
葬
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
石
室
東
北
隅
を
中
心

第

と

す

る

副
葬

品

の

一
群

で
銅

鏡

六

面

、

勾

玉

、
管

玉

、

環

頭

大

刀

、
鉾

、
剣

、
鉄

鎌

、

や

り

が

ん

な

、
土

器

な

ど

が

あ

る

。
第

二
群

は

、

石
室

の
西

南

隅

を
中

心

と

す

る

も

の

で
、

頭

を
南

に
向

け

る
遺

骸

と
金

環
、

玉
類

、

銅
鏡

二
面

、

剣

、

刀

、

斧

、

鍬
先

、

砥

む

石

、

短

甲

、
櫛

な

ど

が

あ

る
。

8

老
司
古
墳

の
重
圏
文
鏡
は
、
第
三
号
石
室

の
東
北
隅
を
中
心
と
す
る
副
葬
品
群
に
ふ

く
ま
れ
て
お
り
、
中
国
製
三
角
縁
神
獣
鏡
片
、
内
行
花
文
鏡
、
方
格
規
矩
四
神
鏡
、
方

略
規
矩
文
鏡
二
面
が
伴
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
号
石
室
西
南
隅
の
副
葬
品
群
中
に

平

㎝

は
二
面

の
内
行
花
文
鏡
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

横
路

隅

妻

帯
を
は
さ
ん
で
三
重

の
円
圏
が
再
び
め
ぐ
り
円
座
を
も

つ
鉦
が
あ
る

(第
3

締

重

圏

文

鏡

は
、

面

径

七

・
九

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル

で
案

文

縁

、

櫛
歯

文

帯

、

三
重

の
円

庫

径

あ
ろ
う

ぞ
　

4

兵
庫
県
尼
崎
市
下
坂
部
字
溝
平

滝
平
遺
跡

昭
和
三
二

(
一
九
五
七
)
年

一
月
に
発
見
さ
れ
た
。
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
後
期
の
包

図

図
)
。
白
銅
質
の
鋳
上
り
の
よ
い
も

の

で
、
調
査
者
は
舶
載
鏡
と
い
う
が
再
考
の
要
が

4

。

第



含
層
と
古
墳
時
代

に
属
す
る
包
含
層
と
が
重
な

っ
て
お
り
、
重
圏
文
鏡
は
弥
生
時
代
後

r礁籔
.、.婁

棚難

醜

態

雛

選

酔罰セ警
瓢
ル轄

鞠
灘

懸

影

山

麟
　耀
　懲
　　　縦
鑛
麟
灘
響　

り
形
土
器
、
有
孔
球
状
土
製
品
な
ど
と
共
存
関
係
を
示
す
重
圏
文
鏡
が
あ
る
。

18

重
圏
文
鏡
は
、
面
径
七
セ
ン
チ
メ
!
ト
ル
で
、
繁
文
縁
、
斜
行
櫛
歯
文
帯
、
二
重
の

戴

燃灘

舞

蟹
咽ダ
ートル碁

靱
織

鞍
部

撚
欝
欝灘灘讐　鑛
灘
総
藻



継

撚

鰹

鍾鞭
鞭
翻魑
難

鷺
成をも

総

欝

欝

井

撫
醐臨遜
譲
伽簗
髄
制懲
懲
糊灘

鑛
繊
麗

欝

鰍融

は
嘉

時
代
品別
期
に
属
す
・
も
の
と
い
わ
れ
て
い
・
.

鍵

、

・
議

し　

図

重

圏

文

鏡

は
、

面

径

四

・
四

五

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル
あ

っ
て
、

繁

文

縁

、

櫛

歯

文

帯

、

、

驚
髪

軌

7

三

重

の
円

圏

が

め

ぐ

り

円

座

鉦

に

い
た

る
。

鉦

孔

に

は
紐

跡

が

つ
ま

り

、

鏡

体

は
火

気

鞍

、'..

糟
、一

を

あ

び

た
よ

う

に

轡

飽

し

て

い

て
銅

質

も

悪

い
と

い
う

(第

7

図

)
。

籔

、-

　　

　

8

三
重
県

一
志
郡
嬉
野
町
下
之
庄

向
山
古
墳

.

28

丘
陵
突
端
に
位
置
す
る
円
墳
で
、
大
正
三

(
一
九

一
四
)
年
三
月
に
発
掘
さ
れ
、

一

種
の
粘
土
榔
と
思
わ
れ
る
内
部
主
体
が
発
見
さ
れ
た
。
副
葬
品
と
し
て
内
行
花
文
鏡
、

機
謬

重
圏
文
鏡
、
獣
帯
鏡
、
石
釧
、
車
輪
石
、
筒
形
石
製
品
な
ど
が
あ
る
。

圏
、
斜
行
櫛
歯
文
帯
、
二
重
の
円
圏
を
経
て
鉦
に
い
た
る

(第
8
図
)。

桐
胴

沖
積
地
に
あ
る
集
落
遺
跡
と
推
定
さ
れ
る
。
昭
和
四
六

(
一
九
七

一
)
年
の
調
査
時

図

に
は
、
柱
穴
状
ピ

ッ
ト
や
溝
状
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
だ
け
で
、
住
居
趾
と
考
え
ら
れ
る

8

遺
構
は
検
出
さ
れ
な
カ

つ
た

お
そ
ら
く
、
集
落
趾
の
中
心
部
か
ら
は
離
れ
た
地
点
に

相
当
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
出
土
土
器
が
月
影
式

・
宮
地
式
土
器
に
限
定
さ
れ
て
い
る

と
い
う
か
ら
、
遺
跡

の
年
代
も
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
に
か

け

て
の
も

の
と
思
わ
れ



る
。出

土

し

た
重

圏

文

鏡

は

、
何

ら
特

筆

す

べ
き
遺

構

を

と
も

な
わ

ず
、

月

影

式

土

器

..、
傍

目.

、.
蜘

航
、
遜

を

伴

出

す

る
層

か

ら
検

出

さ

れ

た

と

い

兎

響

に

う

す

く
朱

の
付

着

が

み
ら

れ

繕

ド

,薄

,
..鞍

,
。扁
・

A

懸
隔艦

難

繕

粥
嚢
.鱗

.
灘

漣
,醗

課

圏焔離

離
講
壕
雛
雛
蘇窪
鱗

横筋叢

、礁
鑛
露
繊
維
劉
撫

さ
れ
た
と
こ
ろ
は
、
遺
跡
の
中
心
部
よ
り
も
や
や
東
南
方
に
偏
し
た
緩
傾
斜
地
で
あ

擁
雄
灘
繊
藏
綿
雛
、

獲

る
が
、
周
辺
に
は
前
野
町
期
、
五
領
期
に
相
当
す
る
住
居
趾
が
あ

っ
た
。
重
圏
文
鏡

義
義

「一

は
単
独
に
出
土
し
た
も
の
ら
し
く
、
付
近
に
は
前
野
町
式
土
器
、
五
領
式
土
器
片
が

散
見
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
。
お

そ
ら

く
重
圏
文
鏡
の
年
代
を
示
す
土
器
群
で
あ
ろ

う

。出

土

し

た
重

圏

文

鏡

は

、

破

損

し

て

い

る
も

の

の
面

径

五

・
六

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル

1

神
面

昭
和
三
六

(
一
九
六

一
)
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
前
方
後
方
墳
で
、
全
長
六
四
メ

図

ー
ト
ル
を
は
か
る
。
後
方
部
中
央
、
古
墳
の
主
軸
に
沿

っ
て
木
棺
直
葬
の
内
部
主
体

-o

が
あ
り
、
木
棺
を
安
置
し
た
粘
土
床
上
よ
り
副
葬
品
が
見
出
さ
れ
た
。
副
葬
品
に
は

第

管
玉
、
ガ
ラ
ス
小
玉
と
重
圏
文
鏡
が
あ
る
。

重

圏
文

鏡

は
、

面

径
七

・
八

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル
あ

っ
て
、

外

縁

の

や

や

肥
厚

す

る

簑

紹



繁
文
縁
か
ら
櫛
歯
文
帯
を
経
て
、
四
重
の
円
圏
が
め
ぐ
り
、
鉦
に
接
し
て
突
線
に
よ
る

鋸
歯
文
が
か
す
か
に
判
別
さ
れ
る

(第
11
図
)。
勅
使
塚
古
墳
は
、
東
日
本
地
方
で
は

鋼

沽縫

繍
製

麺

護

翻ゲ膿縮
鐸

隔
駕
猿

轡τ

●

三
、
重
圏
文
鏡
の
系
譜
と
年
代

瀬
酪

出
土
遺
跡
の
二
相

以
上

一
〇
例
の
重
圏
文
鏡
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
そ
の
出
土
遺

図1

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
出
土
状
態
を
み
て
み
る
と
、
古
墳
の
副
葬
鏡
と
し
て
検
出
さ
れ

た
も
の
、
集
落
趾
ま
た
は
そ
の
類
似
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
の
二
者
が
存
在
し

て
い
る
。

古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
検
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て

大
分
県

・
亀
の
甲
古
墳

福
岡
県

・
鬼
の
首
古
墳

福
岡
県

・
老
司
古
墳

大
阪
府

・
御
旅
山
古
墳

三
重
県

・
向
山
古
墳

茨
城
県

・
勅
使
塚
古
墳

の
六
例
が
あ
り
、
集
落
関
係
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
も
の
と
し
て
は

兵
庫
県

・
溝
平
遺
跡

大
阪
府

・
鷹
塚
山
遺
跡

和
歌
山
県

・
北
田
井
遺
跡

別



石
川
県

・
田
中
A
遺
跡

神
奈
川
県

・
梶
山
遺
跡

の
五
例
が
あ
げ
ら
れ
て
、
偶
然
な
こ
と
に
両
者
が
ほ
ぼ
相
半
ば
す
る
と
い
う
結
果
が
出
て
き
た
。
古
墳
の
副
葬
品

と
し
て
検
出
さ
れ
る

一

群
の
重
圏
文
鏡
は
年
代
的
に
も
、
あ
る

一
定
の
幅
が
劃
さ
れ
る
か
ら
、
さ
ほ
ど
の
問
題
が
な
い
と
し
て
も
、
集
落
関
係
の
遺
跡
か
ら
出
土

す
る
も
の
は
、
そ
の
年
代
を
考
定
す
る
う
え
で
も
、
や
や
流
動
的
で
あ
る
。
大
阪
府
鷹
塚
山
遺
跡
例
の
よ
う
に
弥
生
時
代
最
終
末
に
比
定

さ
れ
る
も
の
か
ら
、
和
歌
山
県
北
田
井
例
、
石
川
県
田
中
A
例
、
神
奈
川
県
梶
山
例
の
よ
う
に
、
土
師
式
土
器
の
初
期
に
い
た
る
ま
で
、

出
土
状
態
に

一
定
の
き
ま
り
の
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ
の
年
代
や
性
格
を
特
定
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
と
く
に
、
弥
生
時
代
か
ら
土
師

時
代
の
初
期
に
か
け
て
の
時
代
は
、
や
が
て
古
墳
の
成
立
と
い
う
き
わ
め
て
大
き
い
事

件

が

あ
る
。
重
圏
文
鏡

が
集
落
関
係
遺
跡
か
ら

脱
し
て
、
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
採
用
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
は
、
お
そ
ら
く
、
畿
内
周
辺
、
あ
る
い
は
西
日
本

・
東
日
本
各
地
で
の
初
期

ち

か
た

古
墳
の
成
立
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
茨
城
県
勅
使
塚
古
墳
例
が
示
す
よ
う
に
、
東
日
本
の
初
期
の

「地
方
古
墳
」
の
副
葬
鏡

と
し
て
重
圏
文
鏡
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、
畿
内
勢
力
と
は
あ
る
程
度
の
距
離
を
お
い
た
勢
力
の
存
在
を
示
す
も
の
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

,

85

重
圏
文
鏡
の
系
譜

重
圏
文
鏡
と
い
う
名
は
・
か
な
り
早
く
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
る
も
の
で
・
富
岡
謙
蔵
塵
や
高
縫

臨
躍
ら
も
用
い

て
い
て
、
主
と
し
て
重
圏
文
鏡
を
二
区
分
し
て
、
「重
圏
案
文
鏡
」
と

「
重
圏
清
白
鏡
」
と
の
両
者
を
挙
げ

て
い

る
。
後
藤
守

一
氏
も
両

な
　

者
の
存
在
を
肯
定
し
な
が
ら
、
三
重
県
向
山
古
墳
出
土
鏡
な
ど
も
重
圏
素
文
鏡
と
し
て

一
群
の
中
に
ふ
く
め
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
、
三

重
県
向
山
古
墳
出
土
例
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
重
圏
文
間
に
斜
行
櫛
歯
文
な
ど
を
は
さ
ん
で
い
る
か
ら
、
本
来
の
重
圏
文
鏡
と
は

'
区
別
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

(15

)

(16

V

早
く
か
ら
重
圏
案
文
鏡
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
は
福
岡
県
糸
島
郡

・
三
雲
遺
跡
出
土
鏡
や
、
「巌
窟
蔵
鏡
」
所
収
の
も

の
の
も
の
を
指

し
て
お
り
、
や
や
幅
広
の
円
圏
を
二
重
あ
る
い
は
三
重
に
め
ぐ
ら
せ
、
内
区
の
主
文
様
と
し
た
類

の
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
中
国
戦
国
時
代
末
葉
か
ら
前
漢
代
に
か
け
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
日
本

の
重
圏
文
鏡
と
は
年
代
的

に
も
、
鏡
背
文
鏡
か
ら
も
同
列
に
と
り
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

・
わ
が
国
の
重
圏
文
鏡
が
、
そ
の
母
型
と
し
た
も
の
は
重
圏
素
文
鏡
で
も
な
く
、
ま
た
重
圏
清
白
鏡
の
類
で
も
な

い
。
お
そ
ら
く
は
前
漢



代
に
製
作
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

「
日
光
鏡
」
や

「明
光
鏡
」

の
類
、
あ
る
い
は

「
四
蟷
鏡
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
類

の
も
の
で
は
な
か

っ
た

(17

)

か
と
推
定
す
る
。
そ
の
点

で
は
、
朝
鮮
半
島
や
日
本

の
北
部
九
州
地
方
に
み
ら
れ
る

「小
鍋
鏡
」
と
は
同
様
の
母
型
を
も
つ
も
の
と
理
解

さ
れ
る
が
、

一
連

の

「小
鍋
鏡
」
の
中
に
重
圏
文
鏡
を
ふ
く
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
分
布

の
地
域
を
こ
と
に
し

て
い
る
点
や
、
弥
生
時
代
に
属
す
る
例
が
き
わ
め
て
乏
し
い
こ
と
を
考

え
る
と
、
「小
鍋
鏡
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
は
い
え
、
全
く
同

一
視
で
き
な
い
も
の
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

大
阪
府
鷹
塚
山
例
、
兵
庫
県
溝
平
例
、
石
川
県
田
中
A
例
、
和
歌
山
県
北
田
中
例
を
あ
げ
て
、
瀬
川
芳
則
氏
は

「今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
初
現
と
み
ら
れ
る
小
型
彷
製
重
圏
文
鏡
は
、
大
阪
湾
沿
岸
と
そ
の
付
近
に
分
布
の
中
心
が
あ
り
1

中
略
-

西
の
地
方
か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
な
が
ら
も
、
こ
の
独
自
な
文
様
を
飾
る
重
圏
文
鏡
は
、
淀
川
水
系
も
し
く
は
大
阪
湾
沿
岸
付
近

の
ど

(
18

)

こ
か
に
そ
の
製
作
地
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え

「
こ
の
小
型
彷
製
鏡
を
、
仮
に
大
阪
湾
小
型
彷
製
鏡
と
呼
ん
で
」
い
る
。

た
し
か
に
、
北
部
九
州
地
方
の
い
わ
ゆ
る

「小
鍋
鏡
」
の
年
代
は
、
弥
生
時
代
中
期
後
葉
か
ら
後
期
前
半
に
か
け
て
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
、
畿
内
地
方
と
そ
の
周
辺
の
重
圏
文
鏡
と
の
間
に
年
代
的
差
異
が
あ
る
。
そ
し
て
、
北
部
九
州
地
方
で
は
墳
墓
の
副
葬
品
と
し

68

て
用
い
ら
れ
、
畿
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
方
で
は
、
集
落
関
係
の
遺
跡
の
中
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
瀬
川
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
製
作

地
の
交
代
も
ふ
く
め
て
、
こ
こ
に

一
つ
の
断
絶
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

い
ま

一
つ
の
断
絶
は
、
古
墳
副
葬
鏡
と
し
て
の
重
圏
文
鏡
と
の
間
に
あ
る
断
絶
で
あ
る
。
古
墳
の
副
葬
品
と
な

っ
て
い
る
も
の
は
、
古

墳

の
築
造
年
代
が
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
の
も
の
が
多
く
、
倣
製
三
角
縁
神
獣
鏡
と
同
時
期
か
、
あ
る
い
は
若
干
後
出
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
畿
内
地
方
以
外
の
地
域
で
、
古
墳
が
成
立
す
る
段
階
の
年
代
と
、
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
の
は
、
古
墳
副
葬
鏡
が
も

つ
地

域
の
特
性
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
弥
生
時
代
以
来
の
銅
銭
は
、

つ
い
に
は
古
墳
の
副
葬
品
と
は
な
り
え
ず
、
あ
ら
た
に
古
墳

へ
の
副
葬
鏡
が

作
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
重
圏
文
鏡
の
二
つ
の
様
相
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
具
体
的
に
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

小
鍋
鏡
と
重
圏
文
鏡

重
圏
文
鏡
を
、
弥
生
時
代
の
小
鍋
鏡
と
の
関
係
か
ら
と
ら
え
て
み
る
と
、
ま
ず
、
そ
の
母
型
を
日
光
鏡

・
明
光

鏡

・
四
馳
鏡
に
求
め
る
点

で
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
同

一
祖
形
を
も
つ
倣
製
鏡
が
時
期
を
異
に
し
て
日
本
に
分
布
す
る
現
象
を
ど
の
よ

う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

小
鍋
鏡
群
と
重
圏
文
鏡
と
の
間
の
製
作
技
術
的
な
関
係
が
徹
底
的
に
追
求
さ
れ
て
い
な
い
現
在
で
は
、
危
険
な
推
論
を
避
け
る
べ
き
か



も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
重
圏
文
鏡
の

一
群
に
は
、
当
然
、
小
鍋
鏡

の
影
響
が
強
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

(19
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(20

)

(21

)

重
圏
文
鏡
と
時
期
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
石
川
県
次
場
遺
跡
出
土
鏡
、
島
根
県
小
谷
遺
跡
出
土
鏡
、
東
京
都
宇
津
木
向
原
遺
跡
出
土
鏡
、
群

馬
県
下
佐
野
遺
跡
出
土
鍵
な
ど
の
鏡
群
は
・
宇
津
木
向
原
遺
跡
出
土
例
の
素
文
鏡
を
の
ぞ
い
て
内
行
花
文
鏡
で
あ
り
・
そ
れ
ら
が
小
鍋
鏡

と
の
関
連
を
強
く
の
こ
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
重
圏
文
鏡
を
別
と
し
て
、

一
群
の
小
鍋
鏡
系
列
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
畿

内
地
方
に
そ
の
出
土
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
島
根
県
小
谷
例
、
東
京
都
宇
津
木
向
原
例
、
群
馬
県
下
佐
野
例
が
い
ず

れ
も
墳
墓
遺
跡
の
出
土
例
で
あ
る
こ
と
も
暗
示
に
富
ん
で
い
る
。
こ
の
現
象
は
、
兵
庫
県
溝
平
例
、
大
阪
府
鷹
塚
山
例
、
和
歌
山
県
北
田

井
例
な
ど
の
よ
う
に
、
集
落
関
係
遺
跡
内
に
と
ど
ま

っ
た
重
圏
文
鏡
と
の
差
異
を
物
語
る
も
の
で
、
古
墳
成
立
前
後
の
二
様
相
と
し
て
捉

え
て
み
た
。

小
鍋
鏡
群
が
、
古
墳
の
副
葬
品
と
な

っ
て
い
る
例
は
い
ま
の
と
こ
ろ
明
確
に
み
と
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
小
鍋
鏡

が
古
墳
成
立
以
後
ま
で

残
存
し
た
と
は
考
え
難

い
。
そ
し
て
、
そ
の
系
列
を
ひ
く
も
の
に
重
圏
文
鏡
、
小
形
内
行
花
文
鏡
を
あ
て
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
古
墳

時
代
の
倣
銀
鏡

の
出
現
は
、
お
そ
ら
く
、
重
圏
文
鏡
、
小
形
内
行
花
文
鏡
が
底
流
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
し
、
三
角
縁
神
獣
鏡
や
そ
の
他
の
大

78

形
倣
製
鏡
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
と
は
別
系
統

の
、
新
ら
し
い
技
術
的
な
内
容
を
も

っ
て
登
場
し
て
く
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
重
圏
文
鏡
と
珠
文
鏡

重
圏
文
鏡
は
、
出
土
例
の
き
わ
め
て
少
な
い
鏡
種
で
あ
る
が
、
古
墳
時
代
倣
製
鏡
と
し
て
初
現
的
な
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
。
重
圏
文
鏡
が
小
形
の
内
行
花
文
鏡
な
ど
と
と
も
に
、
弥
生
時
代
か
ら
の

「
小
鍋
鏡
」
の
系
列
の
中

に
あ
る
ら
し
い
こ
と
も
述

べ
た
。
そ
し
て
重
圏
文
鏡
が
古
墳
時
代
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
を
と
ら

へ
る
こ
と
は
、
古
墳
時
代
で
の
鏡
作
り
、
ひ
い

て
は
当
時
の
鏡
作
り
の
掌
握
権
と
も
か
か
わ
り
を
も

っ
こ
と
に
な

っ
て
、
古
墳
時
代
社
会
機
構
を
追
求
す
る
上

に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

重
圏
文
鏡
の
主
た
る
鏡
背
文
様
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
重
圏
で
あ
る
が
、
こ
の
重
圏
文
を
の
こ
し
て
鏡
背
文
様
と
し
、
重
圏
の
間
に
何

ら
か
の
文
様
を
付
加
さ
せ
た
鏡
群
が
あ
る
。
重
圏
文
鏡
に
最
も
近
い
文
様
表
出
を
し
て
い
る
も
の
で
斑
文
鏡
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の

一

部
分
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。



珠
文
鏡
に
は
大
別
し
て
二
種
類
の
も

の
が
あ
り
、
そ
の

一
は
、
重
圏
文
鏡
に
近
い
文
様
構
成
を
と
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
重
圏
文
の
間

に

一
列
の
斑
文
帯
を
配
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
斑
文
鏡
A
類
と
呼
ん
で
お
こ
う
。

い
ま

一
つ
は
、
内
区
の
主
文
様
と
し
て
斑
文
を

一
面
に

表
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
い
ま
珠
文
鏡
B
類
と
呼
ん
で
お
こ
う
。
こ
の
二
種
類
の
斑
文
鏡
の
間
に
も
有
機
的
な
連
繋
が
み
と
め
ら

れ
よ
う
が
、
斑
文
表
出
の
方
法
に
差
異
が
あ
り
、
か
つ
古
墳
出
土
例
を
み
る
と
、
珠
文
鏡
A
類
が
よ
り
古
い
時
期
に
集
中
的
に
み
ら
れ
る

よ
う
で
あ

っ
て
、
両
者
の
性
格
の
相
違
を
も
表
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ま
、
斑
文
鏡
A
類
の
主
な
出
土
例
を
あ
げ
て
み
る
と

(23

)

熊
本
県
熊
本
市
清
水
町
津
浦

竹
ノ
上
古
境

面

径

八

・

一
セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル
。
案

文

縁

、
外

向

鋸
歯

文

帯

、

櫛

歯
文

帯

を

経

て

斑

文

帯

が

あ

る

。
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鞭

落
幕

僑
耀

や鰭

蕪

雛連勢
慧

歯青

鷺

広
島
県
三
次
市
四
拾
貫
小
原

四
拾
貫
小
原

=
万
饗

主
唾

佐
面

　

斑
文
帯
は
各

一
条
の
円
圏
に
よ

っ
て
囲
ま
れ
て
い
る
。

第

〔26

)

岡
山
県
邑
久
郡
邑
久
町

忠
明
古
墳

面
径
六

・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
素
文
縁
、
櫛
歯
文
帯
、
三
重
の
円
圏
の
間
に
二

列
の
斑
文
帯
が
み
と
め
ら
れ
る
。

(27

)

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
江
良
奥
山

長
谷
古
墳

面
径
八

・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
肥
厚
す
る
外
縁
を
も

つ
案
文
縁
、
外
向
鋸
歯
文
帯
、
素
文
帯
、
外
向
鋸
歯
文
帯
、
櫛
歯
文
帯
を
経
て

斑
文
帯
が
あ
る
。

(28

)

鳥
取
県
東
伯
郡
東
郷
松
崎
町
国
信

国
信
神
社
古
墳



一
部

分

破

損

し

て

い

る
が

面

径

七

・
四

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル
。

外

縁

の
や

や

肥

厚

す

獅

{
蜘

、～
翼

霧

●罐

撫

鱗
譲

欄野

晒舞

雛
袈

鹸
雛

蟻
、魍

が
、

斑

文

帯

は
鉦

に
接

す

る
銀

座

の
部

分

に
付

さ

れ

て

い
る
。

二

は
、

繁

文

縁

、

櫛

歯

文

帯

、

二
重

の

円
圏

が

あ

っ
て
珠

文

帯

に

い
た

る

。

円
銃

座

。

(31
)
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兵

庫

県
佐

用

郡
佐

用

町

円
応

寺

円
応

寺

二
号

境

面

径

六

.

一
セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル
。
案

文

縁

、

や

や
幅

広

い

櫛
歯

文

帯

、

二
重

の

円

r義
、
肇

嚢

箋
ノ
・
壕

圏
藍

蝋
賊
難

る
灘

麟
文
鏡
で
あ
奄

魅

護

.
欝

ノ

出
㎝

面
径
六

.
七
七
・
チ
メ
ー
魂

外
縁
の
や
や
肥
厚
す
・
素
文
縁
・
粗
い
外
向
急

懸

灘

.馳◎
轡㊧鐸

.

・
㌃

留

面

径

七

二

ニ
セ

ン
チ

メ
」

ト

ル
。
素

文

縁

、

櫛

歯

文

帯

、

案

文

帯

、

二
重

の

円
圏

　灘
　鱗

鞘』磐

轟欝

欝

懸
灘

歯
毒

筆

帯
を
経
て
珠
文
帯
が
あ
・

(第
B
図
)
・

「

鰯

醗
、
".難

戴

窒

軽

三灘
軽
羅
蠣
灘
讃
虜難

葡難

鐙
鑛

灘
瞠
糊

る

.

・

.

(巴

.
・
、鱗

犠

潔

、
葺

岐

阜

県

加

茂

郡

坂

祝

村

黒

岩

前

出
古

墳

-

、

.
、



二

面

の

出

土

が

み

ら

れ

る

。

,一
は

面

径

七

・
三

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル
。

や

や

肥

厚

す

る

外
縁

の
繁

文

縁

、

外

向

鋸

歯

文

帯

、

櫛

歯

文

帯

、

二
重

の
円

圏

、
珠

文

帯

に

い
た

り

円

1

m

へ
だ
て
て
斑
文
帯
、
さ
ら
に
二
重
の
円
圏
を

へ
だ
て
て
内
側
の
斑
文
帯
、
さ
ら
に
二
重

井
恥

石
川
県
能
美
郡
寺
井
町
和
田
山

和
田
山
五
号
墳
B
号
棺

山
面

二
面
あ

っ
て
と
も
に
珠
文
鏡
類
ら
し
い
。
同
様
な
文
様
構
成
を
と
る
と
聞
く
。

一
は

図

面

径

七

・
八

セ

ン

チ

メ
ー

ト

ル
。

二
は

面

径

八

・
○

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル
。

15

長
野
県
長
野
市
篠
の
井
町
石
川

川
柳
将
軍
塚
古
墳

三
面
の
出
土
鏡
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

一
は
面
径
四

・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
繁
文

縁
、
外
向
鋸
歯
文
帯
、
突
線
を

へ
だ
て
て
珠
文
帯
が
あ
る
。
二
は
面
径
五

・
一
セ
ン
チ

　

メ
ー
ト
ル
。
肥
厚
す
る
外
縁
の
素
文
縁
、
粗
い
外
向
鋸
歯
文
帯
、
櫛
歯
文
帯
を
経
て
内

9

擁
難
撒驚
翻　翻
ギ
響
翻
騰
欝

欝

扁鱒
緯
諜

橋
軸無
難
講

聡
灘



面

径

七

二

ニ
セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル
。

広

い
繁

文

縁

、

櫛

歯

文

帯

、

斑

文

帯

を

経

て
鉦

に

い

た

る

(第

16

図

)
。

(40

)

福
島
県
伊
達
郡
保
原
町

土
橋
古
墳

面
径
七

・
三
七
ン
チ
メ
一
十
ル
。
半
三
角
縁
に
近
い
素
文
縁
、
外
向
鋸
歯
文
帯
、
櫛
歯
文
帯
、
珠
文
帯
、
二
重

円
圏
を
経
て
鉦
に
い
た

る
。

(41
)

福
島
県
い
わ
き
市
平
沼
内
字
中
田

中
田
横
穴
基

面
径
六

・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
幅
広
い
案
文
縁
、
内
向
鋸
歯
文
帯
、
斑
文
帯
を
経
て
円
座
鉦
に
い
た
る
。
面
反
り
が
や
や
大
き
い
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
面
径
五
～
八

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
間
に
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
小
形
鏡
で
あ

っ
て
、
重
圏
文
を
基
本
と
し
て
珠
文

帯
を
円
圏
の
間
に
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
斑
文
帯
が
重
ね
ら
れ
る
も
の
な

ど
も
み

ら

れ
る
。
ま
た
、
大
阪
府
御
旅
山
古
墳

で

は
、
四
乳
の
あ
る
重
圏
文
鏡
と
伴
出
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
点
で
珠
文
鏡
と
の
接
点
が
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

五
、
珠

文
鏡
A
類

の
年

代

に
つ
い
て

91

斑
文
鏡
A
類
と
し
た
鏡
群
を
出
土
す
る
古
墳
の
年
代
に
つ
い
て
検
討
し

て
み

る
と
、
お

よ
そ
次

の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、熊

本
県
竹
ノ
上
古
墳
は
、
内
部
主
体
が
箱
式
石
棺
で
あ

っ
た

と

い
う

の
み

で
詳
細
は
不
明
。
古
墳
の
年
代
を
探
る
決
め
手
に
と
ぼ
し

い
。佐

賀
県
関
行
丸
古
墳
は
、
全
長
六
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
前
方
後
円
墳
で
横
穴
式
石

室

を
も

ち
、
石
室
内
部

に
三
個
所
の
屍
床
が
あ

る
。
珠
文
鏡
A
類
は
第
二
屍
床
、
す
な
わ
ち
横
穴
式
石
室
の
翼
壁
に
接
し
て
設
け
ら
れ
た
屍
床
か
ら
の
出
土
で
、
金
銅
製
冠
帽
、
貝
輪
、

鹿
角
柄
刀
子
、
鹿
角
柄
工
具
な
ど
が
あ

っ
て
五
世
紀
後
半
ご
ろ
の
年
代
が
与
え
ら
れ
よ
う
。

.四
拾
貫
小
原

一
号
墳
は
、
直
径
二
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
墳
で
、
木
棺
置
薬
の
内
部
主
体
を
も
ち
、
他
に
二
基

の
粘
土
榔
を
も

っ
て
い

る
。
木
棺
直
葬

の
A
主
体
は
鉄
斧
、
鋤
先
、
土
師
式
土
器
高
杯
な
ど
を
伴
出
し
て
お
り
、
斑
文
鏡
A
類
が
あ
る
。
土
師
式
土
器
の
年
代
か

ら
み
る
と
五
世
紀
代
後
半
ご
ろ
の
も

の
と
い
わ
れ
る
。



岡
山
県
忠
明
古
墳
は
伴
出
品
が
不
明

で
あ
り
、
か
つ
古
墳
の
内
容
が
不
詳
で
あ
る
。
長
谷
古
墳
に
つ
い
て
も
、
古
墳
が
山
頂
に
あ

っ
た

と
い
う
こ
と
と
、
内
部
主
体
が
箱
式
石
棺
で
あ
り
、
鉄
器
が
伴
出
し
た
と
い
う
以
外
に
、
年
代
を
決
め
る
手
が
か
り
が
な
い
。

鳥
取
県
国
信
神
社
古
墳
も
、
勾
玉
伴
出
と
伝
え
る
ほ
か
は
す
べ
て
が
不
明
で
あ
る
ρ

徳
島
県
谷
口
山
上
古
墳
は
、
大
正
年
間
の
発
掘
で
古
墳

の
詳
細
は
不
明
、
わ
ず
か
に
勾
玉
、
管
玉
、
臼
玉
、
刀
の
柄
頭
、
琴
柱
形
石
製

品
が
遺
存
七
て
い
る
。
お
そ
ら
《
五
世
紀
代
中
葉
前
後
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

兵
庫
県
大
塚
古
墳
は
、
直
径
四
七
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
葺
石
、
埴
輪
を
め
ぐ
ら
せ
、.
内
部
主
体
は
礫
床
を
も

つ
粘
土
榔
と
い
わ
れ
て
お

り
、
副
葬
品
と
し
て
管
玉
、
ガ
ラ
ス
玉
の
ほ
か
に
四
神
鏡
二
面
、
変
形
神
獣
鏡
、
変
形
獣
帯
鏡
な
ど
の
伴
出
品
が
知
ら
れ
て
い
る
。
五
世

紀
代
前
半
の
古
墳
と
考
え
て
よ
い
。

「
兵
庫
県
円
応
寺
二
号
墳
は
、
円
墳

で
竪
穴
式
石
室
を
も
つ
。
管
玉
な
ど
の
伴
出
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
他
は
不
詳
で
あ
る
。
竪
穴
式

石
室
の
細
部
の
構
造
に
つ
い
て
も
詳
ら
か
で
な
い
が
、
五
世
紀
前
半
の
年
代
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

大
阪
府
御
旅
山
古
墳
は
、
前
章
で
詳
述
し
た
ご
と
く
、
三
角
縁
神
獣
鏡
、
小
形
内
行
花
文
鏡
と
の
伴
出
関
係
が

あ
り
、
墳
丘
に
お
け
る

　

埴
輪
壷
な
ど
の
存
在
か
ら
み
て
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
頭
ご
ろ
の
年
代
を
与
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

9

岐
阜
県
龍
門
寺

一
四
号
古
墳
は
、
円
墳
で
礫
床
を
も

つ
木
棺
を
内
部
主
体
と
し
て
お
り
、
龍
門
寺

一
号
墳
に
後
出
す
る
五
世
紀
前
半
の

も
の
と
考
え
ち
れ
る
。

岐
阜
県
前
出
古
墳
は
、
変
形
四
獣
文
鏡
二
面
の
ほ
か
斑
文
鏡
二
面
の
伴
出
例
で
、
内
部
主
体
は
不
明
な
が
ら
五
世
紀
前
半
の
古
墳
の
様

相
を
示
し
て
い
る
。
'

石
川
県
和
田
山
五
号
墳
は
、
前
方
後
円
墳
に
二
基
の
粘
土
榔
が
あ
り
、
A
榔
か
ら
は
変
形
神
獣
鏡
の
ほ
か
眉
庇
付
冑
、
短
甲
な
ど
を
出

土
し
、
B
榔
か
ら
珠
文
鏡
二
面
と
短
甲
、
刀
剣
」
槍
、
刀
子
、
鎌
、
鋤
先
、
斧
な
ど
を
出
し
て
お
り
、
A

・
B
榔

と
も
五
世
紀
代
前
半
の

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

長
野
県
川
柳
将
軍
塚
古
墳
は
、
全
長
九
〇

メ
ー
ト

ル
ば
か
り
の
前
方
後
円
墳

で
、

後
円
部
に
竪
穴
式
石
室
を

も
ち
、

銀
飯
、'
筒
形
銅

器
、
車
輪
石
な
ど
窒
止
も
に
方
格
規
矩
鏡
、
内
行
花
文
鏡
な
ど
の
鏡
群
が
副
葬
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
古
く

発
掘
さ
れ
た
も
の
な
の

で

一.括
遺
物
が
判
明
し
電
い
が
、
三
面
の
珠
文
鏡
が
伴
出
b
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
頭

に
か
け
て
の
古
墳
と
み



る
む
き
が

一
般
的
で
あ
る
。

長
野
県
岩
窟
古
墳
は
、
報
告
に
よ
れ
ば
横
穴
墓
の
よ

う
に
思

わ

れ

る
。
斑
文
鏡
の
ほ
か
伴
出
遺
物
と
し
て
刀
、
嫉
、
紡
錘
車
、
土
師

器
、
須
恵
器
が
出
土
し
た
と
い
う
。
六
世
紀
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
福
島
県
中
田
横
穴
墓
に
も
珠
文
鏡
A
類
の
出
土
が
み
ら
れ
る

か
ら
、
何
か
共
通
す
る
性
格
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

山
梨
県
桜
井

一
号
墳
は
、
積
石
に
よ
る
円
墳
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
竪
穴
式
石
室
を
内
部
主
体
と
す
る
古
墳
で
、
勾
玉
の
伴
出
が
知
ら
れ

る
の
み
で
他

の
副
葬
品
は
不
明
で
あ
る
。
五
世
紀
代
前
半
の
古
墳
と
考
え
で
よ
い
だ
ろ
う
。

.

千
葉
県
新
皇
塚
古
墳
は
、
全
長
八
○

メ
ー
ト
ル
以
上
の
規
模
を
も
つ
前
方
後
方
墳

で
、
後

方
部
に
二
重
の
粘
土
榔
が
発
見
さ
れ
た
。
北

榔
に
は
内
行
花
文
鏡
、
石
釧
、
勾
玉
、
管
玉
、
剣
、

刀
子
、
鉄
鎌
、

や
り
が
ん
な
、.
鎌
、
斧
、
勤
先
な
ど
が
あ
り
、
南
榔
か
ら
は
刀
、

剣
、
刀
子
、
や
り
が
ん
な
、
鎌
、
斧
、
の
み
、
管
玉
と
珠
文
鏡
が
伴
出
し
て
い
る
。'
墳
裾
か
ら
出
土
し
た
土
師
式
土
器
か
ら
み
る
と
、
四

世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
古
墳
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

福
島
県
土
橋
古
墳
も
、
古
墳

の
詳
細
は
不
明
で
、
わ
ず
か
に
金
環
や
須
恵
器
な
ど
が
遺
存
し
て
い
る
と
い
う
。
お
そ
ら
く
六
世
紀
代
の

も

の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

福
島
県
中
田
横
穴
墓
は
、
装
飾
壁
画
の
あ
る
横
穴
墓
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
金
銅
製
品
、
銅
釧
、
刀
、
剣
、
鉾
、
馬
具
、
土
師
器
、
須

恵
器
や
玉
類

の
出
土
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
て
、
六
世
紀
代

の
横
穴
墓
と
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
馬
珠
文
鏡
A
類
と
し
た
も
の
は
、
上
限
を
四
世
紀
末
葉
に
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
、
そ
の
上
限
を
劃

ち

か
た

す
る
古
墳
の
、中
、に
は
、
い
わ
ゆ
る

「
地
方
の
古
墳
」
の
初
期

の
も
の
と

一
致
す
る
年
代
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
重
圏
文
鏡
や
小

形
の
肉
付
花
文
鏡

の
よ
う
な

一
群

の
も
の
と
の
共
存
関
係
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
古
墳
時
代
初
期
の
倣
製
鏡
に
重
要
な
示
唆
を
与

え
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

重
圏
文
鏡
や
斑
文
鏡
A
類
が
、
大
阪
府
御
旅
山
古
墳
例
を
除
け
ば
、
畿
内
地
方
に
み
ら
れ
ず
に
、
そ
の
周
辺
地
域
か
ら
、
九
州

・
関
東

地
方
に
ま
で
分
布
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
畿
内
地
方
を
中
心
と
す
る
三
角
縁
神
獣
鏡
や
、
.大
形
の
倣
製
鏡
の
製
作
と
も
、
こ
と
な

っ
た
様

相
を
示
す
も
の
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
.

古
墳
時
代
の
小
形
の
倣
製
鏡
と
し
て
、
.方
格
規
矩
文
鏡
、
.四
獣
文
鏡
、
獣
帯
鏡
な
ど
の
鐘
撞
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
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も
、
そ
の
母
型
と
し
て
の
中
国
鏡

の
存
在
が
あ

っ
て
、
そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
重
圏
文
鏡
、
珠
文
鏡
A
類
は
、

と
く
に
中
国
鏡
の
中
に
そ
の
母
型
を
見
出
し
え
な
い
し
、
ま
た
、
そ
の
母
型
を
特
定
で
き
な
い
銭
糧
で
あ
る
。

こ
の
点

で
、
畿
内
地
方
に

集
中
的
に
み
ら
れ
る
方
格
規
矩
文
鏡
な
ど
の
鏡
種
と
は
、
全
く
別
系
列

の
も

の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
し
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
初
期
倣

製
鏡
の
二
大
源
流
を
考
慮
す
る
必
要
性
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。
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四
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一

『
古
鏡
聚
英
』
昭
和

一
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四
二
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版
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)
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古
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の
研
究
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正
九
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二
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年
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九
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二
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守

一
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大

正

一
五
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(3
)

森
貞

次
郎
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司
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岡
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)
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川
行
弘
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兵
庫

県
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市
溝

平
遺

跡
」
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本

考
古
学
年
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〇

昭
和
三
二
年
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教
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委

員
会

編

『溝
平

遺
跡
調
査
の
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三
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五
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)
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芳
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塚

山
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生
遺
跡
概
要
報
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四
三

(
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六
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)
年
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生
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化
と
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阪
府

史
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(
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九
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代
克
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野
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井
御
旅
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方
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六
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)
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古
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古
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四
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九
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年
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)
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澄
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澄
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査
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会
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年
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沢
勇
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遺
跡
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川
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一
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岡
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土
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古
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誌
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正

一
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九
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年
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)
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守

一

『
漢
式
鏡
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九
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)
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)
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園
古
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考
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二
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年
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)

梁
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椿
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蔵
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九
四
〇
年

(17
)

杉
原
荘
介
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本
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銅
器
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研
究
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昭
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四
七

(
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九
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二
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年

高
倉
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彰

「
弥
生
時
代
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形
彷
製
鏡

に
つ
い
て
」

考
古
学
雑
誌
五
八
-

三

昭
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四
七

(
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九
七

二
)
年

(18
)

瀬
川
芳
則

「
弥
生
文
化
と
農
耕
」

大
阪
府
史
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四
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頁
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出
)
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)

橋
本
澄
夫
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石
川
県
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咋
市
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場
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崎
遺
跡
」

日
本
考
古
学
年
報
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六

昭
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年
度
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⊥
八
六
)
年
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)

大
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磐
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年
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)
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会

・
長
谷
部
達
雄

・
平
野
進

一
氏

の
教
示
に
よ
る
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品
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②
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)
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鏡
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五
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)
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)
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究
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八
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年
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代
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己
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市
壷
井
御
旅
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前
方

後
円
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調
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阪
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教
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石
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流
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調
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)

(33
)

楢
崎

彰

一
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岐
阜
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長
良
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門
寺
古
墳
群

』

名

古
屋
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学
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学
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究
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集
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四
〇
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九
六
五
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年
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)

後
藤

守

一
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演
式
鏡
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九

〇
図
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出
)

後
藤
守

一
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古
鏡
聚
英
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版
八
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五
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出
)
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)

石
川
考
古

学
研
究
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『
能
美
古
墳

群
調
査
概
要
』

昭
和
四
三

(
一
九
六
八
)
年
お
よ
び
橋
本

澄
夫

氏
の
ご
教

示
に
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る
。
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)

森

本
六
爾
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軍
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古
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の
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四
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濃
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古
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年
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古
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収
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年
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